
  

 

【心諒尼頂相（ちんぞう）】  

水月院所蔵・朝来市埋蔵文化財センター寄託  

江戸末期に描かれた心諒尼の頂相  

＊頂相（ちんぞう）…禅僧の肖像画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小山弥兵衛・全鏡書状（朝来市指定有形文化財）】 
 

水月院所 蔵・朝来 市埋 蔵文化財 センター 寄託 

 

全鏡と対面した弥兵衛が、1789（寛政元）年 9 月

に、息子（全鏡の父）に宛てて書いた連名の書状

です。「ひたと御親切に仰され候て 老年の拙者

も全鏡までも 大悦に存じ奉り候、万事の義、全

く御気遣い成られまじく候（たいへん御親切にお

っしゃっていただいて 年老いた私も全鏡まで

も たいへんよろこんでいます。万事の事は、全

く御気遣いされることはありません）」と配流か

ら約 50 年後に劇的な出会いを果たした二人の喜

びが伝わってきます。 
兵庫県朝来市役所 和田山地域振興課作成 2016.10 

江
戸
時
代
中
期
、
天
災
に
よ
る
凶
作
続
き
と
過
酷

な
取
り
立
て
に
よ
り
、
但
馬

た

じ

ま

地
方
で
も
農
民
の
暮
ら

し
は
困
窮
を
極
め
て
い
ま
し
た
。
１
７
３
８
（
元
文

３
）
年
、
庄
屋
た
ち
は
銀
山
を
管
轄
す
る
生
野
代
官
所

へ
年
貢
減
免
を
訴
え
ま
す
が
、
三
千
人
も
の
集
団
に

膨
れ
上
が
り
百
姓
一
揆
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
庄
屋
な

ど
六
名
が
京
都
三
条
河
原
で
処
刑
、
東
河

と

が

の
庄
、
野
村

（
現
：
朝
来
市
和
田
山
町
野
村
）
の
村
年
寄
・
小
山
弥

兵
衛
な
ど
八
名
が
遥
か
遠
く
壱
岐
の
島
に
配
流
と
な

り
ま
し
た
。 

見
性
寺
に
預
け
ら
れ
た
弥
兵
衛
は
、
荒
地
な
が
ら

も
土
地
を
与
え
ら
れ
、
農
業
を
中
心
に
生
活
し
な
が

ら
、
捕
鯨
を
す
る
人
た
ち
に
、
す
べ
り
に
く
い
わ
ら
じ

を
編
み
、
子
ど
も
た
ち
に
読
み
書
き
を
教
え
、
用
材
と

な
る
杉
を
千
本
も
植
え
る
な
ど
島
の
発
展
に
貢
献
し

ま
し
た
。 

 

一
方
、
弥
兵
衛
の
孫
娘
は
、
僧
に
な
れ
ば
自
由
に
旅

が
で
き
る
と
、
祖
父
に
会
い
た
い
一
心
か
ら
、
幼
く
し

て
桐 と

う

葉 よ
う

庵 あ
ん

（
現
：
桐
葉
寺 

朝
来
市
山
東
町
矢
名
瀬
）

で
出
家
、
全
鏡

ぜ
ん
き
ょ
う

と
名
を
改
め
修
行
し
ま
す
。
１
７
８

９
（
寛
政
元
）
年
、
二
十
四
歳
に
な
っ
た
全
鏡
は
、
壱

岐
の
島
に
向
け
旅
立
ち
ま
す
。
鳥
取
・
下
関
を
経
て
、

福
岡
の
安
国
寺
の
助
力
に
よ
り
壱
岐
に
渡
り
弥
兵
衛

と
対
面
。
弥
兵
衛
が
八
十
五
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
の

三
年
余
り
、
月
に
一
度
、
島
に
渡
り
、
身
の
周
り
を
世

話
し
、
遺
骨
を
抱
え
ふ
る
さ
と
に
戻
り
ま
し
た
。
島
で

の
功
績
や
孫
娘
の
孝
心
に
よ
り
弥
兵
衛
の
墓
に
は
、

流
人

る

に

ん

と
し
て
は
異
例
の
戒
名

か
い
み
ょ
う

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

帰
郷
後
、
野
村
の
水
月

す
い
げ
つ

庵 あ
ん

（
現
：
水
月
院
）
を
再
興

し
た
全
鏡
は
心
諒
と
名
を
改
め
、
多
く
の
人
々
に
愛

さ
れ
な
が
ら
、
１
８
４
３
（
天
保
14
）
年
、
七
十
九

歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。 

全
鏡
は
一
度
目
の
帰
郷
の
折
、
弥
兵
衛
が
育
て
た

ク
ス
ノ
キ
の
苗
三
本
を
持
ち
帰
っ
て
い
ま
す
。
う
ち

一
本
は
今
も
東
河
の
法 ほ

っ

宝
寺

ぽ

う

じ

境
内
（
朝
来
市
和
田
山

町
岡
田
）
で
年
輪
を
刻
ん
で
い
ま
す
。 

 

小
山
弥 や

兵
衛

へ

え

と
孫
娘
・
心 し

ん

諒
り
ょ
う

尼 に

（
全
鏡
） 

○
文
芸
作
品
に
つ
い
て 

１
９
５
８
（
昭
和
33
）
年
、
壱
岐
の
郷
土

史
家
・
堀
川
誠
太
郎
さ
ん
が
旧
芦
辺

あ

し

べ

町
（
現
：

壱
岐
市
芦
辺
町
）
の
暦
応
寺

り
ゃ
く
お
う
じ

跡
で
小
山
弥
兵

衛
の
墓
を
発
見
。
そ
の
墓
石
に
戒
名
が
あ
る

こ
と
か
ら
調
査
に
取
り
掛
か
り
、
新
聞
の
全

国
版
に
広
告
を
出
し
、
子
孫
を
探
し
あ
て
、

翌
年
、
関
係
者
の
墓
参
が
実
現
し
ま
し
た
。 

１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
に
は
、
小
学
生

毎
日
新
聞
に
作
・
西
瀬
英
一
さ
ん
、
絵
・
中

田
敏
夫
さ
ん
「
お
い
き
の
旅
」
が
連
載
さ
れ
、

１
９
８
９
（
平
成
元
）
年
に
は
、
和
田
山
町

教
育
研
究
所
が
絵
本
「
お
じ
い
さ
ん
を
た
ず

ね
て
」
を
出
版
。
１
９
９
９
（
平
成
11
）
年

に
は
、
日
本
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
研
究
会
主
宰
・

高
井
良
純
さ
ん
演
出
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
心
を
繋 つ

な

ぐ
子
守
唄
～
心
諒
尼
物
語
」
が

上
演
さ
れ
る
な
ど
様
々
な
作
品
で
紹
介
さ

れ
て
き
ま
し
た
。 

２
０
０
０
（
平
成
12)

年
に
は
、
柴
田
東

一
郎
さ
ん
（
朝
来
市
和
田
山
町
在
住
）
が
「
遥

か
な
り
壱
岐
～
流
人
小
山
弥
兵
衛
と
心
諒

尼
の
物
語
」
を
自
費
出
版
。
１
９
８
４
（
昭

和
59
）
年
に
東
河
小
学
校
の
職
員
旅
行
で

壱
岐
を
訪
れ
、
弥
兵
衛
が
義
人
と
し
て
顕
彰

さ
れ
て
き
た
こ
と
に
感
銘
を
受
け
て
以
降
、

何
度
も
壱
岐
を
訪
れ
て
書
き
上
げ
た
力
作

で
、
後
に
脚
本
家
、
吉
村
ゆ
う
さ
ん
が
劇
化
・

演
出
。
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
に
は
、
友

好
都
市
提
携
を
記
念
し
て
壱
岐
市
の
市
民

劇
団
、
一 い

支
国
座

き

こ

く

ざ

（
現
：
劇
団
未
来
座
・
壱

岐
）
に
よ
る
公
演
が
朝
来
市
で
上
演
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
朝
来
市
で
も
地
元
の
人
た
ち

の
大
型
紙
芝
居
に
よ
り
、
後
世
に
語
り
継
が

れ
て
い
ま
す
。 

お
じ
い
さ
ん
に 

会
い
た
い
。 

孫
娘
は 

尼
さ
ん
に
な
り 

東
河

と

が

の
里
か
ら 

遥
か
壱
岐
の
島
へ
と 

旅
立
っ
た
。 

長
崎
県
壱
岐
市

い

き

し

と
兵
庫
県
朝
来
市

あ

さ

ご

し

の 

交
流
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
史
実
に
基
づ
く
物
語 
友

好

都

市 


